
 

 

 

遊佐日向川風力発電所 落雷事故 

㈱庄内環境エネルギー  

No. 第 3 回 WG での委員コメント等 第３回 WG での事業者回答等 第４回 WG での事業者回答 

１ 

 

○ 先端から５m 付近のところに着雷があった

とわかったわけですけれども、写真ではアル

ミ導体の部分が拡大されているが、この付近

のブレード表面、特に着雷で貫通したと思わ

れるが、そのあたりの拡大写真はあるか。 

 

 

 

 

○ 直接貫通した部分だけではなくて、前縁とか

後縁のところに接着剤の剥がれがあるとか、

亀裂があるとか、あるいは直線上にブレード

がそこで破断されているとか、詳細がわかる

ような、先端から５ｍ付近の詳細があるとあ

りがたい。 

 

○ 20 分間の継続運転で損傷が拡大したという

ことなので、着雷があった時点では、恐らく

その付近が何らかの形で短く割れた、あるい

は接合の部分が剥がれたということがイメ

ージできる。そのあたりの、まず最初に開い

たというメカニズムが知りたい。それから、

運転を継続したことによってどのように広

がっていったのかにも興味あり。それが恐ら

く今後の恒久対策につながる。 

･ 写真はあると思います。 

 

← 先端ﾚｾﾌﾟﾀｰに落雷痕はたくさんあった

が、大きな落雷痕はなくて、このブレ

ードの中をよく調べたら、ダウンコン

ダクターに大きく溶けている部分があ

ったので、今回ここを落雷点と判断し

た。 

 

← 残念ながら、折損した状態で先のほう

は全てナセルに当たって割れたような

状態になっていたので、落雷で割れた

のか、衝撃で割れたのかというのは

我々判断できない状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申し訳ありません、写真はありませんでし

た。着雷部はブレードが大きく損壊してお

り、回収した破片での復元を試みましたが、

該当破片(ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｴｯｼﾞ部分)の特定が出来

ず、復元はできませんでした。 

 

 

 

 

 

推定となりますが、着雷の衝撃により最初の

損傷が発生したと考えます。ブレードの一部

が損傷し強度が低下した状態で運転を継続

したことにより、風荷重＋自重の影響で損傷

が拡大したと推定しております。 

 

２ ○ 落雷を検知して自動停止するシステムを設置

するということを検討されているが、具体的

にこれはどのような装置か。風車に直撃があ

ったものを検知するのか、付近に落雷があっ

たものを検知するのか。 

○ 落ちた瞬間にとめる検出システムが実現でき

れば、恐らく仮に軽度な落雷があって羽根が

開いた場合でも大きな事故には至らないと予

想。そういった自動停止システムを実現して

ほしい。 

← 今は直撃雷を検出することを検討。一

番わかりやすい方法は、ロゴスキーコ

イルのようなものを設置する考え方で

検討。 

 

 

 

 

 

・了解 

ロゴスキーコイルで直撃雷を検知し、演算器

でピーク電流値および総電荷量を把握しま

す。上記に対して、しきい値を設定し、それ

を超えたら、接点を出力して風車を自動停止

させます。 

３ ○ ４つの対策のうち１番目は非常に重要。 

� 侵入禁止をどう監視するか。発見した

時、どうアナウンスするか。 

� 導体の目視点検。項目と回数の有効性を

分かるように。 

� 地震や台風に対しては具体的に点

検実施のケースを決めている。落雷

についての定めができると有効。 

� 雷の「一定規模」、「サージインピーダン

スの低減」についてもぜひ定量化を。 

 

 

 

← メンテナンスを年４回行うので、その

際に必ずブレード回りの点検をする。 

 

特別な監視は行いません。風車は保安林エリ

アに建設されており、基本的に一般の人が立

入ることは許されておりませんが、今回の事

故を考慮し現在の対策(進入禁止柵と注意看

板)を追加しました。 

 

 

「一定規模」は IEC レベルⅠとします。ただ

し経過観察によって変更する可能性はあり

ます。 

「サージインピーダンスの低減」について

は、今後の検討項目とします。 

４ ○ サージインピーダンスの低減は、恐らく風車

内の電子機器とか観測装置などを守るため

には有効。ブレードの事故に対しては、サー

ジインピーダンスを下げたとしても、根元と

かレセプターがないところに着雷してしま

うのは確率論的に避けられないので、ブレー

ドの構造、特に接合部の強度等を中心に具体

的な改良策の検討を。 

 メーカーにてレセプターの追加などについ

ても検討を開始しましたが、実効性の確認は

これからとなります。 

ｱﾙﾐ導体溶損部 
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